
訂正とお詫び
自然公園だより2012年7・8月号および9・10月号の発行番号に誤りがございました。正しくはそれぞれ、No.99、No.100です。毎号
愛読頂いている皆様には、ご迷惑をお掛けしましたことお詫び申しあけます。
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　秋、誰しもが待ちわびている紅葉
の季節です。
　丹沢の紅葉の見頃は、例年、標高
1,500ｍ付近では10月初～中旬ご
ろですが、標高300ｍの宮ヶ瀬では
11月下旬から12月初旬ごろになり
ます。
　とくに宮ヶ瀬周辺でおすすめな
のが、春の木丸と松茸山のハイキ
ングコースです。両山ともに、登山
道には色鮮やかなカエデの仲間や
シラキが多いのが特徴です。紅葉

のピークには朱や黄色に染ま
った木々が山肌を彩り、大きな
歓声を上げずにはいられない
ほどの美しい景色が広がりま
す。
　みなさんも、自然が織りなす
素晴らしい宮ヶ瀬の風景をご
覧になりませんか？（酒井）

＊登山道やコースタイムなど詳しい情報
は、宮ヶ瀬ビジターセンターまでお問い
合わせください。 秋の陽に照り輝くシラキ
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陣馬山山頂からの眺め

実りが期待されるドングリ達

ムササビが食べた若いブナの実

イカルの群れが食べた
若いヌルデの実

　晩秋は静かな尾根歩きがおすすめです。なぜなら、動物たちに出会う
チャンスが増えるからです。人通りの少ない登山道では動物たちも警戒
心が弱まっているように感じます。冬に向かって食いだめをしたり木の
実を隠したりするのに忙しいからかもしれません。
　山の中でちょっと耳を澄ましてください。きっと動物たちが落ち葉を
踏みしめる音が聞こえてきますよ。
　具体的な登山コースは同角山稜、檜岳山稜、甲武国境尾根などがお
すすめです。魅力いっぱいの晩秋の尾根歩きですが、　秋は日没が早く
なります。落葉の上は滑りやすく、踏み跡が見えなくなることから道にも
迷いやすくなります。また、雪が降ることもありますので、登山の際は十
分にご注意ください。（赤塚）

　箱根はヤマボウシが多く自生することで知られています。初夏、芦ノ
湖を囲む山々はヤマボウシの花で白く染まり、秋にはその赤い実が多
くの野生動物たちの大切な食糧となります。しかし、何故かこの夏、ヤマ
ボウシはほとんど花をつけませんでした。花をつけなかった木に秋の
実りはありません。この夏はヤマボウシだけでなく、ミズキ・リョウブ・ノ
リウツギなど多くの木々に、ほと
んど花が見られませんでした。
　そして秋、エサ不足のために、
行動範囲が広がった野生動物
の目撃件数が、各地で増えてい
ます。これから食べ頃となるブナ

やミズナラなどドングリの実り
が箱根や丹沢では「平年並み」
と予想されていることが、唯一
の救いかもしれません。
　野生動物にとってこの冬は、
大変厳しいものになりそうです
が、なんとか無事に春を迎えら
れるよう見守っていきたいと思
います。（石原）

　秦野ビジターセンターの展示室に「山ろくさんぽ」というコーナーが
あります。毎月一回、ビジターセンターから大倉高原山の家までと竜神
の泉までを歩き、観察した動植物を記録し、写真と一緒に紹介してい
ます。
　大倉高原山の家までは往復
１時間40分程の登山道歩き。夏
はキツネノカミソリが群生し、秋
はホトトギスなどの色々な植物
が見られます。
　竜神の泉までは往復1時間50
分ほどの林道歩き。初夏は林道

沿いにウツギの仲間が沢山咲き、「ウツ
ギロード」になります。
　一ヵ月の間でも季節の移り変わりを感
じることができ、そろそろあの花が咲い
ているかな～、あの鳥のさえずりが聞け
るかな～と、毎回、何に出会えるかワクワ
クします。
　これからの季節は木々の葉が落ち、鳥
たちの姿が見やすくなります。ちょっと、
時間をかけて、のんびりと歩いてみませ
んか？（石川）

　四季それぞれに素晴らしい景色で登山者の目を楽しませてくれる
陣馬山ですが、やはり紅葉は格別で、燃えるように鮮やかな紅葉に魅
了されます。
　紅葉の次に登山者を楽しませてくれるのがシモバシラです。足もと
の霜柱はサクサクととても楽しいのですが、シソ科の多年草のシモバ
シラは初冬に変身します。冬の良く冷え込んだ朝に枯れたシモバシラ

の根元を見ると、茎から氷が張出し、美しい「氷の華」を作り出してい
るのです。
　これを見るには日の出の頃からが一番良く、特に朝日の光を浴びて
氷が輝くのはとても綺麗で心奪われます。陣馬山山頂付近は開けてい
るので日差しを受けやすく、絶好の観察ポイントです。
　防寒対策をしっかりして冬の陣馬山からのプレゼントを受け取りに
来てください。（森久保）

　紅葉が美しい季節がきました。色づく森の中ではクリ・ドングリ・アケ
ビなどの実を生きものたちがたくさん食べて冬に備えています。
　この季節、森に入るとよくクモの巣にひっかかります。クモ達も冬に
備え卵を産み子孫を残すべく、獲物を捕まえるために巣をかけていた
のです。
　ジョロウグモのメスが食事をしている最中、その横では小さなオス
が様子をかがっています。うかつに近づく
とメスに食べられてしまうからです。別なと
ころでは立ち入り禁止の様に×マークの巣
がはられています。コガタコガネグモがそ

の上に2本ずつ足をそろえて隠れるようにして獲物を待っています。
ちゃっかり者のガザミグモのオスはペアを組んだメスの上に乗ったま
まで一緒に移動しています。
　それぞれが、いろいろな方法で次世代へと命をつないでいます。
（木村）

各ビジターセンターの記事では秋の自然の魅力を様々ご紹介しましたが、これから登山を計画される方も多いのではないでしょうか？今回のミニコ
ラムでは、そんな秋～初冬登山に欠かせないグッズを紹介します。

秋に限らず、山での必須アイ

テムですが、特に秋は天気が

変わりやすい季節です。

急な雨でも雨具があ
れば安心です。
※悪天候が予想され
る際の登山は控えまし
ょう。

歩いている時は暑くても、立ち止ま

ると直ぐに涼しくなります。脱ぎ着

できる防寒具をお持ちください。帽

子や手袋もあるとなお良しです。

秋は冬に向けてクマたちが餌

さがしに一生懸命の季節。不

意の遭遇を避けるために。

木々の葉が落ちる冬は、バードウ

ォッチングに最適です。冬鳥の観

察にお出かけされてはいかがで

日没が速くなってきます。

早めの下山とライトをお持

ちください。

月替わり展示「山ろくさんぽ」

“ウツギロード”
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